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平成 19年度学術情報リテラシー教育担当者研修          2007年 10月 10日・11月 7日 
 

作って活かすパスファインダー 

 
嘉悦大学情報メディアセンター 山田かおり 

 
１． パスファインダーとは？ 
１）パスファインダーの定義 →見本 
 ・ある特定のトピックに関する資料や情報を収集する手段をまとめたリーフレット 
（１枚もののチラシ） 

 ・関連資料の探索方法や代表的な資料が一覧できる 
 
２）利用者教育から見たパスファインダー 
 ・丸本郁子、椎葉もと子編著｢大学図書館の利用者教育｣ 
 ・図書館利用教育ガイドライン－大学図書館版－ 
 
３）パスファインダーの条件 
① 特定のトピックを扱っている 
② ナビゲーション機能を備えている 
③ 資料・情報源の一覧性がある 
④ アクセスの簡便性がある 

 
４）パスファインダーの利点 
【利用者側】 

  ・情報入手の手軽さ 
・主体的な学習能力の向上 
・メディア活用能力の育成 
・別のトピックへの応用 

    →問題解決・課題解決能力の向上 
【図書館側】 
・均一レベルの情報が提供できる 
・多様なメディアを包括的に紹介できる 
・潜在的利用者にも働きかけができる 
・自館の不足資料の確認や、資料やデータベースについての勉強ができる 
  →攻めのレファレンス！ 
 
５）紙媒体から web版へ 
 
６）パスファインダーの例 
 ・「パスファインダーバンク」私立大学図書館協会東地区部会企画広報研究分科会 
   http://www.jaspul.org/e-kenkyu/kikaku/pfb/pfb_frameset.htm 
 ・「レファレンス協同データベース＜調べ方マニュアル＞」国立国会図書館 
   http://crd.ndl.go.jp/jp/public/ 
 ・「学び舎・楓」北広島市教育委員会 
   http://www.manabi.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/asp/SLK010.asp 
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２． パスファインダーを作るには？ 
１） パスファインダーの構成 
 キーワード／入門的な情報源（百科事典等）／図書／雑誌・雑誌記事／新聞・新聞記事／ 
 専門的な情報源（専門事典、白書、年鑑等）／AV資料／webサイト／類縁機関／その他 
 
２） パスファインダーバンクを活用しよう 
・パスファインダーバンクの仕組み 

  ・パスファインダー雛型の利用 
 ・パスファインダー作成マニュアル 
 
３） パスファインダー作成で重要なこと 
 ・トピックの設定 
 ・対象者の設定 
   →使ってもらえるものを！ 
 
４） トピックの選び方 
  ・レファレンス質問が多いもの 
  ・誰もが調べる可能性があるもの（例）人物情報、企業・団体情報、統計 
  ・学部、学科、コース等に対象を絞ったもの（例）イヌイット、NPO、心理学、認知心理学 
 
 
３． パスファインダーを活かす 
１） 利用されるパスファインダーを作るために 
 ・教員、学生と協力して作成 →授業で配布 
 ・図書館に求められていることは何かを意識する 
 ・教職員向けのパスファインダー （例）自己評価報告書作成のためのパスファインダー 
 
２） 色々なパスファインダー 
 ・トークファインダー （例）新宿区立図書館 
 ・動画、音（参考になる YouTube等） 
 
３） パスファインダーという用語について 
 ・本学では「調べ方ガイド」、国立国会図書館は「調べ方マニュアル」 
 
４） 配布や周知方法 
・ガイダンスや講習会で配布、又は webページの紹介 
 ・教員に配布をお願いする 
 
５） 定期的なメンテナンスを 

 
 
４． 課題 
１） パスファインダーの評価、研究 
 
２） 情報リテラシー担当者として 
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